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上：赤組応援団 

すすんで応援しました。 

左上：走り高跳び 

左下：全員競技 

おじゃま虫玉入れ 

 

ス
ポ
ー
ツ
デ
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新
た
な
学
校
行
事
の
幕
開
け 

校
長 

手
代
木 

英
明 

高
学
年
ス
ポ
ー
ツ
デ
イ
は
、
九
月
二
十
六
日

（
土
）
に
降
雨
の
た
め
中
断
、
残
り
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
二
十
八
日
（
月
）
に
実
施
し
ま
し
た
。 

今
年
度
の
ス
ポ
ー
ツ
デ
イ
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
対
策
を
し
な
が
ら
、
準
備
期
間
を
短
く
し
て
、

大
人
数
で
集
ま
る
練
習
は
最
小
限
に
と
ど
め

て
き
ま
し
た
。 

こ
れ
ま
で
の
運
動
会
と
ス
ポ
ー
ツ
デ
イ
は
、

種
目
や
演
目
が
似
て
い
ま
す
が
、
つ
く
り
あ
げ

る
過
程
が
全
く
違
い
ま
す
。
運
動
会
は
「
開
・

閉
会
式
、
準
備
運
動
、
徒
競
走
、
団
体
競
技
、

表
現
、
リ
レ
ー
、
応
援
合
戦
」
と
、
集
団
行
動

や
儀
式
的
要
素
が
多
い
も
の
で
し
た
。
完
成
度

を
高
め
る
た
め
に
は
、
準
備
と
指
導
は
、
ど
う

し
て
も
教
師
主
導
型
に
な
り
が
ち
で
し
た
。 

今
回
の
ス
ポ
ー
ツ
デ
イ
で
は
、
目
標
設
定
、

種
目
・
演
目
の
決
定
、
準
備
・
運
営
な
ど
は
、

子
供
主
体
で
行
っ
て
き
ま
し
た
。
話
し
合
い
に

は
、
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
が
、
練
習
・
準
備

は
、
短
時
間
で
も
内
容
の
濃
い
も
の
で
し
た
。

子
供
た
ち
一
人
一
人
に
「
自
分
た
ち
で
つ
く
り

あ
げ
る
。」
と
い
う
気
持
ち
が
高
ま
り
、
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
と
フ
ォ
ロ
ワ
ー
シ
ッ
プ
が
自
然
に

生
ま
れ
、
５
・
６
年
が
一
つ
の
チ
ー
ム
に
な
り

ま
し
た
。 

開
会
式
前
に
自
然
に
始
ま
っ
た
応
援
合
戦

は
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
が
、
時
間
に

な
る
と
素
早
く
待
機
線
に
集
合
で
き
ま
し
た
。

入
場
行
進
の
合
図
ま
で
の
時
間
が
た
っ
ぷ
り

で
き
ま
し
た
が
、
全
員
無
言
で
待
つ
姿
は
、
高

学
年
ら
し
い
立
派
な
態
度
で
し
た
。
開
会
式
の

「
児
童
代
表
の
言
葉
」、「
選
手
宣
誓
」
の
緊
張

感
と
百
メ
ー
ト
ル
走
、
走
り
高
跳
び
の
競
技
の

緊
迫
感
と
応
援
の
声
が
校
庭
に
響
き
ま
し
た

が
、
雨
が
降
っ
て
き
て
し
ま
い
ま
し
た
・
・
・ 

仕
切
り
直
し
の
月
曜
日
は
、
快
晴
に
恵
ま
れ
、

最
高
の
競
技
と
演
技
が
で
き
ま
し
た
。
中
で
も

個
人
種
目
は
選
手
一
人
一
人
の
競
技
に
会
場

全
体
の
視
線
が
集
ま
り
、
大
き
な
声
援
が
あ
り

ま
し
た
。
選
手
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
負
け
ず
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
姿
に
心
を
打
た
れ
ま
し
た
。 

今
回
の
ス
ポ
ー
ツ
デ
イ
で
は
、
新
学
習
指
導

要
領
が
目
指
し
て
い
る
「
主
体
的
で
、
対
話
的

で
、
深
い
学
び
」
が
達
成
で
き
て
い
る
と
こ
ろ

を
披
露
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
次
は
、
低

学
年
で
す
。
高
学
年
の
子
供
た
ち
が
応
援
団
の

指
導
や
準
備
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
に
入
り
ま
す
。

こ
う
し
て
神
小
は
、
上
級
生
が
下
級
生
を
導
き
、

全
校
児
童
が
一
つ
の
家
族
の
よ
う
に
な
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

十 

月 

の 

生 

活 

指 

導  
  

落
ち
着
い
て
学
習
し
よ
う 

 
 

 

秋
は
、
読
書
の
秋
、
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
な

ど
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
過
ご
し
や
す
い

気
候
の
中
で
、
集
中
し
て
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
に
取
り
組
め
る
時
期
で
す
。 

 

学
校
の
中
で
、「
落
ち
着
い
て
」
と
い

う
と
次
の
よ
う
な
内
容
が
あ
げ
ら
れ
ま

す
。 

・
人
の
話
を
静
か
に
、
集
中
し
て
聞
く
。 

・
め
あ
て
に
沿
っ
て
、
学
習
に
進
ん
で
取 

り
組
む
。 

・
廊
下
を
静
か
に
歩
く
。 

・
み
ん
な
で
使
う
も
の
を
大
切
に
扱
う
。 

・
準
備
、
片
付
け
ま
で
責
任
を
も
っ
て
行 

う
。 

・
休
み
時
間
の
間
に
、
ト
イ
レ
・
水
分
補 

給
・
手
洗
い
・
う
が
い
を
す
ま
せ
て
お 

く
。
な
ど
で
す
。 

 

こ
れ
ら
を
意
識
す
る
こ
と
で
、
本
来
の

力
が
発
揮
さ
れ
、
さ
ら
に
伸
ば
し
て
い
く

こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。 

ま
た
、
こ
れ
ら
の
こ
と
が
整
う
と
、
周

り
の
人
も
気
持
ち
よ
く
学
習
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
協
働
的
な
学
習
へ
と
深
ま
り
ま

す
。 自

分
の
た
め
ば
か
り
で
は
な
く
、
周
り

の
人
に
対
す
る
影
響
を
考
え
て
行
動
し
、

よ
り
よ
い
習
慣
が
身
に
付
く
よ
う
に
、
今

後
も
引
き
続
き
指
導
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 
 

 
 
 

（
生
活
指
導
部
） 

 
 


